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9孤連固

＆べ功こ

　本年の４月８日からオーフンした町児童謡には、平日

でもたくさんの子供たちがおとずれ、遊戯室や図書室で、

思い思いの時間を過ごしています。

　この日は、子供たちの手形を集めて鯉のぼりを作ろう

と、白い布に子供たちのかわいい手形が、ひとつづつ並

んで押されていきました。今まで元気に遊んでいたのに、

手形を押すときばかりは、しずかに、そして真剣なまな

ざしでした。
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み
な
さ
ん
も
す
で
に
新
聞
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
ご
存
じ
と
患
い
ま
す

が
、
国
で
は
、
ふ
る
さ
と
桐
生
を

め
ざ
し
「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
」

池
械
づ
く
リ
事
業
と
し
て
、
全
国

の
市
町
村
に
村
し
、
一
倍
円
を
交

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
当
面
「
ふ
る
さ
と
桐

生
基
金
」
を
設
け
、
広
く
町
氏
の

み
な
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
し
て
、

一
倍
円
の
最
も
有
効
な
使
い
み
も

応
募

◇
テ
ー
マ

要
領ふ

る
さ
と
桐
生
に
っ

い
て
の
自
由
な
発
想

◇
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
、
平
伏
な
ど

※
応
募
は
一
人
∵
‥
一
と
し
、
町
民
の

　
ぢ
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

　
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

を
見
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
◇
締
切
り

　
二
十
一
伊
紀
に
向
っ
て
の
町
づ

く
り
に
、
み
な
さ
ん
の
す
ば
ら
し

い
知
恵
を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ

心

◇
送
り
先
及

　
問
合
せ
先

Ｎ
Ｉ
Ｊ

／
Ｉ
ノ

ト
斤
目
瀬
ま
で

　
　
一
　
ぐ

〒
三
二
Ｉ
Ｉ
こ
二

ｎ
生
町
通
町
ペ
ー
几

ド
生
町
役
場

　
戸
川
財
政
課
　
宛

雫
八
二
－
一
二
言
ハ

　
　
　
内
線
二
Ｉ
ニ

☆
応
募
者
全
員
に
記

　
念
品
を
差
し
ト
げ

　
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
特
集

　
け
を
御
覧
く
だ
さ

小
田
垣
英
一
郎
氏
が
行
政
相
談
委
員
に

　
日
頃
、
み
な
さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
、
行
政
上
の
困
り
ご
と
相
談
に

応
ず
る
行
政
相
談
要
員
と
し
て
小
田

垣
英
一
郎
氏
（
中
央
町
）
が
、
四
川

一
日
付
け
で
総
務
庁
長
官
か
ら
、
再

度
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
要
員
は
、
民
間
の
有
識

者
の
中
か
ら
総
務
庁
長
官
が
委
嘱
し

て
い
る
も
の
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
広
く
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意

目
子
安
望
な
ど
を
お
聴
さ
し
て
、
旅

情
の
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
の
意
見
を
も
と
に
行
政
運
営
の
改

善
を
促
進
す
る
こ
と
を
仕
事
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
定
例
的
な
相
談
と
し
て
、
毎
月
弟

一
穴
眼
目
（
午
前
１
０
時
～
午
後
３
時
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
心
配
ご
と
相

談
で
お
受
け
す
る
は
か
、
常
時
自
宅

　
（
雫
八
二
－
○
○
コ
二
）
で
も
応
じ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

新
し
い
一
年
生
に

　
　
黄
色
い
帽
子
を
贈
る

　
新
人
才
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
う
と
明
る
い
杜
会
づ
く
り
壬
生
支

部
一
轍
不
徳
郎
支
部
長
）
で
は
、
通

Ｔ
川
の
黄
色
い
帽
子
五
四
六
個
（
男

石
川
二
七
五
、
女
子
用
二
七
コ
を

町
教
育
玄
貝
合
を
通
し
て
各
小
学
校

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
同
壬
生
支
部
が
、
毎
年
行

な
っ
て
い
る
も
の
で
、
千
供
た
ち
や

父
兄
か
ら
も
犬
愛
慾
謝
さ
れ
て
い
ま

す
。

｀W･
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四
月
二
十
八
日
付
で
、
平
成
元
年

腹
巻
の
褒
章
受
章
が
発
表
さ
れ
、
本

明
か
ら
二
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　
学
問
、
文
化
、
芸
術
に
功
績
が
あ

っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
「
ミ
ニ
文
化
勲

章
」
と
も
言
わ
れ
る
紫
綬
褒
章
に
は
、

杉
江
他
さ
ん
（
国
谷
・
六
十
五
歳
）

が
、
発
明
改
良
功
績
で
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
教
育
や
医
療
な
ど
公
共
の

た
め
に
尽
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
藍
綬

褒
章
に
は
、
関
亮
さ
ん
（
緑
町
四
丁

目
、
六
十
四
歳
）
が
、
日
本
工
業
規

格
の
制
定
普
及
に
尽
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

ゝ J

杉
江
　
信
氏
（
6
5
歳
）

　
　
　
　
大
字
国
谷
六
八
－
一

　
杉
江
さ
ん
は
、
宇
郡
宮
高
等
農
林

学
校
垣
宇
犬
）
獣
医
す
科
を
卒
業
後
、

農
林
声
為
事
研
究
所
を
経
て
、
戦
後
、

吉
之
県
の
畜
産
試
験
揚
に
移
り
、
昭

和
三
十
年
か
ら
家
畜
（
牛
）
の
受
精
卵

移
枡
の
研
究
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
腹
手
術
を
せ
ず
に
掻
卵
し
よ
う

と
す
る
伊
界
で
初
め
て
の
技
術
開
発

に
、
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
昭
和
三
十

九
年
八
月
、
子
牛
を
誕
生
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
、
今
で
は
枝
折
向
上
と
と

も
に
広
く
普
及
し
て
い
ま
す
。

　
国
際
胚
移
枡
す
会
で
ハ
ト
六
千
度

パ
イ
オ
ニ
ア
賞
に
輝
き
、
ま
た
、
動

物
を
絶
滅
か
ら
守
る
方
法
と
し
て
活

用
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
功
績
は
世
界

的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
星

団
顧
問
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す

-

　耶では、児童に健全な遊び楊

を与え、子供たちがみんなで楽

しく遊びながら、健康を増進し、

情操も豊かになってもらおうと

ひばりケ丘町営住宅に隣接して

子供たちの

児童館が4/8

　　　　　　　　　　　　　　　　－－－－－-－･--‥･･---　－オープンしました　可児重態を４月８日、オーブン

しました。

児
童
館
あ
ん
な
い

○
開
館
時
間

・
川
眼
目
～
金
曜
日

　
　
午
印
八
時
三
〇
分
～
午
後
昆
時

・
上
眼
目

　
　
午
後
ニ
マ
五
時

〇
休
館
日

・
日
曜
日
お
よ
び
祝
祭
日

・
年
末
年
始
（
１
２
月
２
８
日
～
１
月
４
旦

ｏ
対
象
者

　
す
べ
て
の
児
童

　
　
兄
児
に
つ
い
て
は
保
護
者
同
ザ

ｏ
使
用
の
手
続
き

　
児
全
館
に
備
え
付
け
の
受
行
旅
に

　
氏
名
な
ど
を
記
入
し
て
入
館
す
る
。

壬生町民憲章　１．心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつくります

関

　
亮
氏
（
6
4
歳
）

緑
町
四
丁
目
四
－
三

　
関
さ
ん
は
、
東
京
医
栄
辱
門
学
校

　
（
現
東
京
医
科
大
学
）
を
卒
業
後
、

同
大
学
劾
教
程
を
経
て
、
昭
和
四
卜

八
年
か
ら
独
協
。
医
科
犬
学
附
百
学
教

授
に
就
任
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
よ
佐
生
坪
す
」
で
は
世

界
的
権
威
で
、
引
越
し
た
新
理
論
に

よ
る
東
京
医
大
弐
色
覚
検
畳
表
を
考

案
、
普
及
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
寸
土
年
か
ら
現
在

ま
で
、
通
産
省
の
日
本
工
星
標
準
調

在
会
臨
時
委
貝
と
し
て
、
安
全
色
彩

等
に
関
す
る
規
格
ニ
ト
伴
の
制
定
及

び
改
正
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
、

踏
切
施
設
や
安
全
標
識
板
の
色
彩
な

ど
災
害
防
削
に
生
か
さ
れ
て
お
り
、

色
覚
異
常
者
を
も
含
め
た
今
金
星
へ

尚
代
の
防
災
に
寄
ソ
さ
れ
ま
し
た
。
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世
界
に
誇
れ
る

お
い
し
い
水
を
大
切
に

　
日
本
の
水
需
要
は
、
経
済
の
発
展
や
生
活
水
準
の
向
上
に
伴
い

近
年
著
し
く
増
大
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
人
□
の
都
市
集
中
や

気
候
不
順
に
よ
る
雨
不
足
な
ど
に
よ
り
、
地
域
的
な
水
不
足
の
問

題
も
出
て
い
ま
す
。

　
わ
が
国
が
、
明
治
二
十
年
に
最
初
の
近
代
的
な
水
道
の
給
水
を

始
め
て
以
来
、
一
世
紀
の
歳
月
が
過
ぎ
、
水
道
は
急
速
に
普
及
し

昭
和
三
十
四
年
に
五
〇
％
弱
で
あ
っ
た
普
及
率
が
、
今
日
で
は
約

九
四
％
と
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
ま
し
た
。

　
現
在
水
道
は
、
わ
た
し
た
ち
の
健
康
で
文
化
的
な
日
常
生
活
を

支
え
る
か
け
が
え
の
な
い
施
設
で
す
。
蛇
□
を
ひ
ね
る
と
、
い
つ

で
も
き
れ
い
な
水
ガ
ジ
ヤ
ー
ツ
と
出
る
と
い
う
水
道
の
利
便
性
に

慣
れ
す
ぎ
て
い
る
今
、
わ
た
し
た
ち
は
水
の
大
切
さ
を
見
直
し
、

水
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
節
水
を
実
践
し
て
い
き
ま
し
よ
う
。

　
な
ぜ
な
ら
、
水
は
無
限
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
。

｀W

暮
ら
し
の
中
で

　
上
手
な
節
水

　
水
は
限
り
あ
る
耽
重
な
資
源
で
す
、

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
身
近

な
こ
と
か
ら
節
水
の
工
夫
を
し
よ
う
。

④
歯
み
が
き
は
コ
ッ
プ
＝
一
杯
が
目
安

　
Ｊ
ッ
プ
三
杯
程
度
で
す
む
歯
み
が

き
も
、
瀧
し
っ
放
し
で
は
一
分
間
に

約
六
リ
マ
ト
ル
が
無
駄
に
な
り
ま
す
。

④
洗
濯
は
一
回
百
リ
ッ
ト
ル
で
す
む

　
水
を
た
く
さ
ん
使
い
そ
う
な
洗
濯

も
、
Ｌ
夫
に
よ
り
Ｉ
㈲
百
リ
ッ
ト
ル

で
す
み
ま
す
。
と
・
こ
ろ
が
、
流
し
っ

放
し
で
は
二
四
〇
リ
ッ
ト
ル
の
水
を

使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
…
）
浴
槽
の
水
を
活
用
し
よ
う

　
浴
槽
に
は
約
言
白
リ
ヴ
ト
ル
の
水

が
入
り
ま
す
。
残
り
湯
を
洗
濯
、
掃

除
、
ま
き
水
な
ど
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

（
…
）
洗
車
は
バ
ケ
ツ
五
杯
で
き
れ
い
に

　
バ
ケ
ツ
洗
い
な
ら
五
杯
で
す
む
洗

車
も
、
流
し
っ
放
し
の
ホ
ー
ス
洗
い

で
は
、
バ
ケ
ツ
三
〇
杯
以
上
の
水
を

無
駄
に
し
ま
す
。

④
炊
事
な
ど
の
と
き
は
こ
ま
め
に

　
洗
面
や
代
参
の
と
き
に
、
水
が
は

ね
か
え
る
ほ
ど
蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
こ
ま
め
に
水
量
を
調
節

し
ま
し
ょ
う
、

農
地
の
転
用
・
売
買
に
は

　
　
必
ず
許
可
が
必
要
で
す

　
農
地
は
農
業
経
営
の
上
白
で
あ
り
、

農
業
政
策
ト
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
そ
の
農
地
を
農
地
以
外
（
宅
地
・

植
林
等
）
の
地
目
に
変
更
、
ま
た
は

所
有
権
移
転
・
使
用
収
益
権
（
賃
貸

借
・
使
用
貸
借
等
の
設
定
・
移
転
辱
）

を
す
る
泌
入
‥
は
、
県
知
事
及
び
農
業

委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
所
定
の
手
続
き
を
行

な
い
で
無
断
私
用
等
を
し
ま
十
と
、

請人及び許可申

そ
の
行
為
は
無
効
で
あ
り
、
権
利
の

移
転
・
地
目
の
変
更
等
は
で
き
ず
、

農
地
法
違
反
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
転
用
の
目
的
に
よ
っ
て
は

奥
地
法
以
外
の
法
律
制
度
（
展
示
法
・

都
市
計
画
法
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
農
地
の
転
用
・
売
買
を
す
る
場

介
に
は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

申白請白種｀別尚‥‥‥ 漣自棄旋j･串鵠貼 ｀｀yJ‘白熊進橡者゛

ｏ農地を農地のままで所有

　権移転・貸借権・使用貸

　借権を設定する場合

ｏ農地法第三条　　ｏ農業委員会

　　　　　　　　　　ただし、譲受

●両当事者　　　　人が昭男の揚

　　　　　　　　　　合は県知事

ｏ所有者が調整区城内の農

　地を農地以外の目的に転

　用する場合

ｏ農句法第四条

●所有者本人

ｏ県知事

○所有者が市街化区城内の

　農地を農地以外の目的に

　転用する場合

ｏ農地法第四条

●所有者本人

○農業委員会

ｏ権利移転を伴い調整区域

　内の農地を農地以外の目

　的に転用する場合

ｏ農地法第五条

●両当事者

ｏ県知事

ｏ権利移転を伴い市街化区

　域内の農地を農地以外の

　目的に転用する場合

ｏ農地法弟五条　’ｏ農業委員会

・両当事者　　ｉ

W
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　国保に加入すると、保険税を支払う義務が生じ

ます。

　納められた保険税は、国などの補助金と合わせ

て、みなさんが病気やケガをしたときの医療費を

はじめ、お子さんが生まれたり、ご家族のだれか

が亡くなられたときなどの給付費用にあてられま

す。

　このように保険税は、国保を運営するための大

切な財源なのです。

国保をささえる
ﾂﾞﾛU;j?.

只
口
口

　
み
な
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た

と
き
に
か
か
る
医
療
費
が
ふ
え
る
と
、

〔医療費が上がると保険税も

あがります〕

国
、
県
、
町
が
負
抑
す
る
分
に
も
限

度
が
あ
り
、
み
な
さ
ん
が
支
払
う
保

険
桓
に
た
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
医
療
費
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。

滞
納
す
る
と
　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
が
日
頃
納
め
て
い
る
保

□
い
い
い
心

ｇ
り
！

し
順
二
四
談
言
音
大
回

　
み
ん
な
が
困
り
ま
す
財
参
宮

〔
国
保
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
〕

　
も
し
、
み
な
さ
ん
の
中
で
「
病
気

を
し
な
い
か
ら
」
と
か
ご
面
倒
だ
か

ら
」
な
ど
の
片
山
で
、
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
る
万
が
い
る
と
し
た
ら
、

す
ぐ
に
そ
の
考
え
を
改
め
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。

　
そ
れ
は
、
財
源
が
確
保
で
き
な
い

ば
か
り
で
な
く
、
き
ち
ん
と
納
め
て

い
る
方
と
不
公
浙
に
な
り
、
納
め
て

い
る
万
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な

る
か
ら
で
す
。

保
険
税
の
決
め
方

　
保
険
税
は
、
基
本
的
に
は
保
険
で

必
要
と
さ
れ
る
費
用
の
中
で
、
保
険

税
で
哨
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
の
介
計
額
を
、
大
言
項
目
に
振
り

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
っ
い
て
個
人
の

負
担
額
を
介
計
し
た
額
が
、
一
年
間

の
保
険
悦
と
し
て
、
世
帯
主
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
場
合
は
、
保
険
視
滞
納
者

で
あ
っ
て
も
、
従
来
ど
お
り
、
「
国

尺
健
康
保
険
披
保
険
者
証
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

巾
政
令
不
足
め
た
特
別
な
事
情
が
あ

　
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
。

閲
７
０
歳
以
上
（
寝
た
き
り
の
方
は
６
５

　
歳
以
古
の
老
人
保
健
制
度
で
、

　
医
療
を
受
け
て
い
る
場
合
。

川
厚
生
省
令
で
定
め
る
公
背
負
担
医

　
療
を
受
け
て
い
ろ
場
合
。

思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります壬生町民憲章

｢ｉ

y］

　
国
民
健
康
保
険
の
披
保
険
者
間
の

貝
爪
を
公
．
心
‐
化
す
る
観
点
か
ら
、
本

町
で
は
、
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
　
　
す

披
保
険
者
に
対
し
て
、
「
国
民
健
康
　
　
　
な
お
、
披
保
険
者
で
世
帯
主
ま
た

保
険
破
保
険
者
証
」
の
代
わ
り
に
「
国
　
は
家
族
の
方
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に

民
健
康
保
険
披
保
険
者
資
格
証
明
書
」

を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
真
俗
証
明
書
で
医
療
機
関
の

診
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
場
合
、
窓
口
で
診
療
費
用
の
全

額
（
1
0
割
）
を
支
払
い
、
診
療
後
、

役
場
保
他
律
で
７
割
分
の
払
い
戻
し

の
手
続
き
を
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
依
然
と
し
て
保
険
脱
の

帰
納
が
あ
る
と
き
は
、
払
い
戻
し
分

を
一
時
差
し
眼
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
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吻

昆

り

ひ

ろ

ぼ

「
耶
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
町
民
室
（
⑩
一
コ
三
四
内
線
一
二
五
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

慰
霊
祭
で

　
平
和
を
誓
う

W

　　小さな胸をふくらませて

桜も満開となった４月10日、町内の8小学校で新一

１年生（538名）を迎えて、入学式が行われました。

にこ壬生小学校でも元気なかわいい161名の新入生

ｌを迎えました。新しく始まる学校生活に子供たちは、

で夢と希望に小さな胸をふくらませておりました。

　
㈲
月
七
日
、
桜
花
爛
漫
の
東
宮
児

牛
公
園
慰
霊
碑
前
に
お
い
て
、
町
遺

族
会
、
軍
見
合
、
日
併
合
の
方
々
が

多
数
出
席
さ
れ
、
慰
賞
牌
管
理
委
員

会
（
佐
藤
三
郎
会
長
）
主
催
に
よ
る

戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
が
、
し
め
や
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
佐
藤
会
長
を
け
じ
め

愉
柿
町
長
ら
多
数
の
来
賓
の
方
々
が
、

追
悼
の
辞
を
述
べ
か
あ
と
菊
の
花
を

献
花
し
て
、
祖
国
の
た
め
に
身
命
を

棒
げ
ら
れ
た
七
八
〇
余
柱
の
英
霊
の

三
沢
福
と
平
和
を
祈
リ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
会
場
で
は
、
少
年
剣
道

の
奉
納
試
合
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

壬生町民憲章　１．働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます

黒
川
に
ア
ュ
を
放
流

　
Ｊ
・
都
筑
漁
業
協
同
根
介
千
生
支
部
　
　
た
。

　
（
竹
本
利
一
支
部
長
）
で
は
、
囚
月
　
　
　
こ
れ
は
、
六
川
四
目
の
あ
ゆ
つ
リ

九
日
と
十
九
日
の
二
回
に
ね
だ
り
、
　
　
解
禁
日
（
投
網
を
除
く
）
に
備
え
て

黒
川
宍
藤
井
橋
下
流
な
ど
三
ヵ
所
で
、
　
行
わ
れ
た
も
の
で
、
同
支
部
役
貝
の

び
わ
湖
産
あ
ゆ
三
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
　
　
于
に
よ
り
、
元
気
よ
く
ア
ュ
が
清
流

　
亘
、
五
〇
〇
尾
）
を
放
流
し
ま
し
　
　
に
放
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

春
の
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

　
交
通
戦
争
と
い
う
言
粟
が
改
め
て

ク
四
Ｉ
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
中
で
、

四
月
六
日
～
ナ
亙
日
ま
で
春
の
交
通

安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
、
初
口
の
六

日
に
は
、
栃
木
警
察
署
、
町
交
通
安

全
賜
金
、
女
性
Ｄ
・
Ｃ
な
ど
の
協
力

を
得
て
、
町
内
の
二
ヵ
所
に
お
い
て
、

焦
心
広
報
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
本
年
は
①
戸
供
と
高
節
者
の

交
通
事
故
防
止
②
若
年
運
転
者
に
よ

る
無
謀
巡
礼
の
防
止
③
正
し
い
万
法

に
よ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徴

W

底
①
「
と
ち
ぎ
の
交
通
マ
ナ
ー
至
筒

め
よ
う
」
県
民
運
動
の
推
進
を
重
点

目
標
と
し
て
お
り
、
こ
の
日
は
季
節

に
合
わ
せ
て
％
４
Ｄ
｛
を
ド
ラ

犬
ハ
ー
に
配
布
し
、
交
通
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
の
徹
底
を
積
極
的
に
坪
び
か

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
朋
問
中
は
交
通
指
導
セ

ン
タ
ー
の
設
置
や
小
学
生
父
通
安
全

ハ
レ
ー
ド
な
ど
も
実
施
さ
れ
、
交
通

女
帝
意
識
の
高
揚
を
図
リ
ま
し
た
。
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旨y

.＿＿」

短
　
　
歌

［

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

正
田
良
次
郎

竿
先
の
鈴
の
鳴
る
の
を
待
つ
人
の

　
　
　
　
　
　
老
後
の
背
に
何
分
よ
け
り

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
薗
無
惨
に
敗
ら
せ
る
は

　
　
　
　
椎
の
仕
業
か
き
Ｔ
ふ
も
今
日
も

心恋
猫
の
家
出
せ
し
よ
り
は
や
月
余

　
　
　
雨
戸
を
す
こ
し
開
け
て
待
ち
を
り

身
動
き
も
な
ら
ぬ
マ
イ
ク
ミ
ハ
ス
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
安
香
水
に
然
早
ゐ
る

　
　
　
　
　
俳
　
　
句

　
　
　
机
Ｌ
　
　
　
　
只
ゐ
は

夕
波
に
蒔
の
ず
岸
を
遡
る

水
仙
の
言
言
に
出
て
踏
ま
れ
け
る

角
田
　
節
子
　
　
鍵
か
け
て
往
め
る
思
春
期
シ
ク
ラ
メ
ン

　
　
　
　
　
　
　
信
号
は
赤
の
点
滅
春
の
雨

伴
原
　
マ
サ

半
眼
さ
よ
子

宇
井
　
秋
汀

締
木
佳
世
子

高
橋
　
田
鶴

城
下
　
町
雄

チピッ子アjl,ハム

-(松原)

y:yjlljl1;jl
崇仁ちゃん

1]】う･j｀け
悠介ちゃん

参
　
　
置
。
　
　

・
謬
に
に
匹
鸚
‘

楡
　

（
長
男
）
昭
和
六
十
一
年
二
月
十
二
日
生
ま
れ

ｙ
二
歳
゛

小野口敦子ちゃん（松原）

　
（
次
男
）
　
″
六
十
三
年
九
月
十
八
日
生
ま
れ
（
八
ヵ
月
）

　
（
父
）
柚
木
穣
二

さ
ん

　
（
母
）
　
″
君
子

あ
Ｉ
さ
ん
か
ら
一
言

　
兄
弟
仲
よ
く
、
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
／
・

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
九
日
生
ま
れ
（
二
歳
）

　
（
父
）
小
野
口
宏
光

　
＾
母
゛
　
　
″
　
智
子
さ
ん
の
長
女

あ
母
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
口
ば
か
り
達
者
な
お
し
ゃ
ま
な
娘
で
す
。

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
町
民
室
ま
で
ご
送
付
下
さ
い
。

壬生町民憲章　１．きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります
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青年海外

　協力隊員の募集

消
防
技
術
を
競
う

　
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い

な
が
ら
、
消
防
技
術
の
向
卜
を
図
る

と
と
も
に
、
災
害
か
ら
町
民
の
座
所

・
財
産
等
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、

四
月
ニ
ト
三
日
、
町
総
合
運
動
場
に

お
い
て
、
町
消
防
団
の
節
ハ
回
ポ
ン

プ
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
自
動
胆

デ
パ
プ
の
部
で
第
二
分
団
第
一
部
が
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
第
二
付
図
第
丘

部
が
、
見
参
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
新
団
員
屁
ト
六
名
を

加
え
た
町
消
防
団
賢
一
八
尾
名
が
、

有
事
に
備
え
、
ポ
ヤ
フ
巾
じ
台
、
小

　
国
際
協
力
事
業
団
で
は
、
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
な
ど
の
開
発
途

上
に
あ
る
国
々
の
「
国
づ
く
り
」
に

協
力
す
る
技
術
、
技
能
を
身
に
つ
け

た
心
身
と
も
に
健
全
な
日
本
の
青
年

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
派
遣
期
間
　
　
二
年
問

◇
応
募
資
格

　
原
則
と
し
て
、
⑨
。
ト
成
か
ら
満

　
三
十
五
歳
ま
で
の
男
反

◇
願
書
締
切

　
五
月
三
十
一
目
（
水
コ
消
印
有
効
）

◇
選
考
試
験

　
第
一
次
選
考
　
六
月
ト
ハ
目
言
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

堅
動
力
水
≧
フ
八
台
に
よ
り
、
機
敏

な
動
作
で
良
則
に
競
技
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　
犬
合
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

十
。

▼
ポ
ン
プ
車
の
部

優
　
勝
　
　
第
二
分
団
第
一
部

宰
優
勝
　
　
第
三
分
団
第
一
部

三
　
位
　
　
第
三
分
団
第
五
郎

▼
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
　
第
二
分
団
第
五
都

卒
優
勝
　
　
第
三
分
団
第
二
部

三
　
位
　
　
第
≒
分
団
第
三
部

（
筆
記
試
験
、
笑
語
・
抜
染
・
作
意

　
　
英
倍
中
学
卒
気
根
度
の
問
題
）

　
　
技
術
五
体
水
産
、
加
工
、
保

　
　
　
　
　
守
操
作
、
土
木
建
築
、

　
　
　
　
　
保
健
衛
生
、
教
育
文
化
、

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
の
各
部
門
の

　
　
　
　
　
約
／
几
］
の
職
種
か
ら

　
　
　
　
　
．
叙
任
を
選
択
）

　
第
一
決
選
考

　
（
面
接
試
験
、
個
人
・
技
術
）

※
詳
し
く
は
県
出
際
交
流
課
ま
で

　
｀
こ
二
八
六
－
二
三
－
一
一
一
礼
問

あ達者　　　ヽ･．

カッフ蕗

ブ

⑧馬場　橋本昌‾雪さん

　
ま
二
郎
さ
ん
（
七
ト
ハ
歳
）
の
と

こ
ろ
で
は
ご
王
に
米
、
左
、
ニ
ラ
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
ほ
か
に
、
カ
ン
ピ

ョ
ウ
を
じ
反
秀
和
７
０
ア
ー
ル
士
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
夏
の
最
盛
期
に
は

朝
早
く
か
ら
カ
ン
ピ
ョ
ウ
む
き
を
さ

れ
、
妻
の
庸
豹
さ
ん
（
七
ト
四

歳
）
は
、
干
し
左
専
門
で
、
あ

る
程
度
た
ま
っ
て
か
ら
干
し
始

ま
り
、
全
部
ト
し
て
し
ま
う
そ

う
で
す
。

　
二
年
前
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
「
ロ
ン
ち

や
ん
の
健
康
情
報
」
と
い
う
番
組

に
僑
本
さ
ん
宅
が
、
カ
ン
ピ
ョ

ウ
料
坪
や
む
き
久
収
穫
状
況

な
ど
で
、
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
ま

し
た
。

　
お
二
入
と
も
お
元
気
で
、
力

一

ン
ビ
ョ
ウ
む
き
以
外
は
、
た
ま
に
忙

し
い
時
に
農
作
業
の
手
伝
い
を
す
る

ぐ
ら
い
で
、
庸
子
さ
ん
は
、
主
に
野

菜
畑
の
草
取
り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ど
二
郎
さ
ん
は
、
三
度
軍
隊
の
経

鏡
か
お
り
、
幸
い
終
戦
も
伊
江
言
迎

え
ら
れ
ま
し
た
が
、
軍
隊
に
行
く
と

き
彩
か
っ
た
の
は
、
「
女
房
や
衿
供
と

別
れ
る
こ
と
」
た
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
へ
戦
中
、
今
の
壬
生
小
学
校
に
　
｝

あ
っ
た
千
生
青
年
学
校
で
指
導
員
と

し
て
銃
剣
道
を
教
え
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
、
二
段
の
腕
前
だ
そ
う
で
す
。

　
六
大
の
お
子
さ
ん
と
ナ
五
大
の
お

孫
さ
ん
に
恵
ま
れ
た
お
二
大
の
楽
し

み
は
旅
行
で
、
老
人
会
な
ど
の
ほ
か

に
、
。
肉
左
の
兄
弟
た
ち
の
旅
行
が
、

秋
と
存
の
二
回
あ
り
、
し
ば
ら
く
続

い
て
い
る
そ
う
で
す
。
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食事と健康①朝
食
の
す
す
め

　
　
1
1
1
朝
食
は
必
ず
食
べ
ま
し
ょ
う
」

と
あ
た
か
も
ス
ｗ
ｌ
ガ
ン
の
よ
う
に

よ
く
口
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

朝
食
を
食
べ
な
い
人
が
少
な
く
な
い

の
で
、
あ
え
て
Ｐ
Ｒ
し
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
）

ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
朝
食
を
食
べ
る
と
い
う
ご
く
当
り

前
の
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
夜
型

人
間
で
朝
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
寝
て
い
る

こ
と
が
、
大
き
な
原
囚
で
し
ょ
う
。

　
朝
食
は
一
日
の
活
力
を
始
動
さ
せ

た
り
、
貧
血
を
予
防
し
た
り
す
る
他
、

朝
食
を
食
べ
る
こ
と
が
、
お
の
ず
と

早
起
き
に
っ
な
が
り
、
生
活
の
リ
ヴ
ヘ

ム
が
黎
え
ら
れ
て
規
則
正
し
い
生
活

か
お
く
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

規
則
正
し
い
生
活
は
、
健
康
に
良
い

の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

老
化
を
防
ぐ
ひ
と
つ
に
も
な
る
こ
と

も
確
か
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
朝
は
食
欲
が
な
い
と

い
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
起
き
た

ば
か
り
で
、
頭
も
体
も
叱
り
か
ら
覚

め
き
っ
て
い
な
い
で
、
ボ
ー
ッ
と
し

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
全
身
を
目

覚
め
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
さ
わ

や
か
な
気
分
に
さ
せ
る
こ
と
に
ポ
イ

ン
ト
を
お
い
た
食
浙
の
演
出
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
飲
み
物
が
い
い
で
す
ね
。

冷
水
は
便
秘
の
予
防
に
な
る
し
□
）

○
％
の
果
汁
や
果
物
、
野
菜
ジ
ュ
ー

ス
、
そ
し
て
牛
乳
や
み
そ
汁
な
ど
、

食
べ
や
す
い
も
の
を
少
し
ず
つ
摂
り

ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
暑
い
夕
節
で
す
。
暑
さ

に
負
け
な
い
た
め
に
も
朝
食
は
、
必

ず
食
べ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ヽ 一

発刊
　
－
一

ＩＩ

壬生町史
　｢通史編

　
壬
生
町
史
「
通
史
編
Ｈ
」
が
、
い
よ
い
よ
発

刊
の
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
壬
生
町
の
幕
末
激
動
時
代
か
ら
、

今
日
に
至
る
ま
で
歩
ん
で
き
た
姿
が
、
生
々
し

く
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
別
冊
付
録
と
し
て
資
料
目
録
も
つ
い

て
ま
す
の
で
、
今
ま
で
に
発
刊
さ
れ
て
る
民
俗

編
、
資
料
編
（
計
四
冊
）
と
合
せ
て
、
ご
購
読
く

だ
さ
い
。

　
お
求
め
の
方
は
、
直
接
、
教
育
委
員
会
、
ま

た
は
町
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
お
い
で
く
が
さ
る

か
、
ハ
ガ
キ
等
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

刊行計画
士 尚 尚 万 1 ﾐ J j

ｿ ﾞ ﾘ

ﾐ

ﾐ

j j

,

(

万

゛

5
, ﾐ

゛

･

゛

゛

,

'

, ,

1

゛

5

1

゛

゛

l

,

l

l

j i

;

゛

t ‘

゛

゛

j

,

l

ﾐ

゛
゛

(

゛

l

l

l

゛

･

(

゛

誦 ( …

…

(

,

1 1

1

,

万

ﾐ ･

゛

l
Jﾐﾐ

ﾍﾟ

無

宍

ﾐぃ

j

ﾐｴ

､l

jJjyJ

回

嫉

乙ぺ

J

沸無無才

通史編

通　史　編　Ｉ

通　史　編　II

末　　定

　5,000円

元年度予定

頷　有　中

民　俗　編

資　料　編

近　　　　　世

近　現　代　Ｉ

近　現　代　II

原始古代・中世

3J00円

ら,000円

5,200円

5,200円

5J00円

頒　布　中

頒　布　中

頒　布　中

頒　布　中

頒　有　中

※送料については実費負担になります。

農作業の標準料金のおしらせ

　町農業委員会では、今年度農作業の標章料

金を設定いたしました。

　これは標準額ですので、圃場条件・作業の

難易等を勘案して、当事者間で決めて下さい

乍自棄一区二分‾｀ 瀬動向
当y

備　　考

育　苗(種子代別途) n,000円 10a当り20垣

耕

超

１回目 3,000

２回目　　　！　2,500

代かき 5,000

田

植

え

手植え　　　！　8,000 ２食付(旧当り)

機械植（渡し） 5,500 食事なし

田植え渡し　　　｜僕500 ﾉﾉ苗込一式

薬剤

散布

粉剤 800 薬剤別途

乳剤 2,000 刀

稲

刈

り

脱

穀

調

整

手刈り一日　　１　８,０００　１ ２食付(旧当り)

コンバ

ィン刈

かりつぱなし 15,000

とうふく　5,000増 50％以上

脱　穀 8,000 2食付機械別(旧当り)

乾燥（60kg） 1,000

もみ

すり

水稲(60kg) 500 袋別

陸稲㈲喘）1　600 ﾉﾉ

一般農作業　８時間 6,000 食事なし
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下坪遺跡

　発掘調査より③

　
今
回
紹
介
す
る
竪
穴
式
の
石
室
は
、

前
々
回
掲
載
し
た
石
室
と
構
造
的
に

は
ま
っ
た
く
同
し
も
の
で
す
。

　
写
真
２
の
よ
う
に
、
河
原
石
を
立

て
て
石
室
を
つ
く
り
、
そ
の
卜
を
写

真
―
の
よ
う
に
六
個
の
河
原
バ
‥
を
並

べ
て
、
天
上
部
分
を
つ
く
っ
て
い
ま

　
し
か
し
、
バ
示
の
現
収
は
非
常
に

小
さ
く
、
長
さ
が
約
九
〇
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
幅
が
約
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
は
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
と
て

も
大
人
を
佳
節
す
る
だ
け
の
大
き
さ

は
な
い
の
で
、
子
供
を
坪
節
し
た
菓

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
県
内
で
も
、
ニ
の
よ
う
な
財
至
の

１

天
上
部

　
歴
史
良
俗
資
料
館
で
は
、
今
回
、

史
跡
め
ぐ
リ
用
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と

し
て
、
「
わ
が
ま
ち
の
史
跡
を
た
ず
ね

了
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
壬
生
町
に
伝
わ
る
仏
説
の
場
所
や

各
地
に
残
る
古
墳
な
ど
の
史
跡
を
、

写
真
と
図
を
利
用
し
、
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
初
め
て
の
人
で
も
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
見
な
が
ら
目
的
地
に
行
け

　
　
　
　
　
　
　
　
）

発
見
例
は
な
く
、
壬
生
地
内
に
集
中

し
て
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
も
、
み
な
さ
ん
の
畑
な
ど
を

耕
作
中
に
、
こ
の
よ
う
な
石
室
が
見

つ
か
っ
た
場
介
に
は
、
町
教
育
界
貝

会
（
雫
八
二
－
○
几
三
四
人
升
ま

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２
　
石
室
部

る
よ
う
に
、
わ
か
り
や
す
い
地
図
も

加
え
て
作
成
し
ま
し
た
。

　
掲
載
さ
れ
て
い
る
史
跡
は
、
親
抱

き
の
松
、
茶
臼
山
占
竺
金
売
り
吉

次
の
墓
、
吾
妻
古
墳
な
ど
三
十
六
件

を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　
　
「
わ
が
ま
ち
の
史
跡
を
た
す
ね
言

を
お
求
め
の
万
は
、
同
資
料
館
に
お

い
て
定
価
二
〇
〇
円
で
販
売
し
て
い

ま
す
の
で
、
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

図

り

一
人
あ
た
り
□
籍
の
貸
出

　
○
移
動
図
書
館

ｏ
幸
町
一
丁
目
　
な
か
た
洋
品
店
頭

・
６
川
1
4
日
水
　
午
前
1
0
時
か
ら

　
（
５
月
の
巡
回
は
あ
り
ま
せ
ん
）

ｏ
安
　
塚
　
　
　
安
塚
小
校
庭

・
５
川
2
4
日
水
　
午
後
２
時
半
か
ら

　
（
次
は
、
６
月
2
1
日
水
で
す

－
昭
和
6
3
年
度
の
利
用
ま
と
ま
る
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
図
書
館
の
催
し

　
昨
年
度
の
利
用
は
、
入
他
者
の
数
　
　
○
「
ひ
ば
り
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ

竹
山
冊
数
と
も
、
昭
和
６
２
年
度
よ
り
　
　
　
る
　
紙
芝
居
と
絵
本
の
会

さ
ら
に
伸
び
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
５
月
２
０
日
出
　
図
書
館
児
童
室

　
特
に
竹
山
は
、
前
年
上
リ
ー
方
所
　
　
　
筝
後
２
時
３
０
分
～
３
時
別
竺

あ
ま
り
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
　
　
　
・
だ
し
も
の
ー
る
る
の
お
う
ち

一
月
か
ら
の
四
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
と
　
　
　
お
と
も
た
ら
い
っ
ぱ
い
　
ほ
か

貨
山
が
ひ
と
り
５
冊
ま
で
に
な
っ
た
　
　
　
　
（
次
は
、
６
月
１
７
日
出
で
す
）

こ
と
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら

れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
５
～
６
月
の
休
館
日

　
利
用
状
況
は
、
左
の
通
り
で
す
。
　
　
・
５
月
２
２
高
盲
　
６
月
５
・
１
２
目

※
図
書
館
は
皆
さ
ん
の
本
棚
で
す
。
　
　
　
ま
た
、
５
月
肌
日
用
は
、
館
内
埜

　
本
館
・
移
動
図
書
館
と
も
、
よ
り
　
　
　
作
目
の
た
め
、
休
館
と
な
り
ま
す

一
層
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

和63年度の利用

　　　267日

　　　　38,014人

　　　　57,925冊

移動図書館

日数

数
数
・

者
冊

実施回数　　のべ20回

利用者数　　　　　　932人

貸出冊数　　　　7,718冊

　　　３月の利用

・入館者数3,140（＋218）

・貸出人数2,116（＋129）

・貸出冊数7,403（十493）

　o移動図書館

・利用人数　　72（－43）

　410（－336）

）は前月比

数
ぐ

W
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最
近
、
家
庭
で
水
洗
い
が
で
き
、

ア
イ
ロ
ン
が
け
を
し
な
い
で
着
ら
れ

る
「
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ウ
ェ
ア
」
が
、

豊
富
に
出
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
衣
替
え
の
章
節
を
迎
え
、
服
を
新

調
さ
れ
る
場
今
や
、
洗
い
替
え
で
何

枚
も
揃
え
ら
れ
な
い
服
の
場
合
な
ど
、

こ
の
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ウ
ェ
ア
を
利

用
す
る
の
も
、
手
軽
で
経
済
的
な
方

法
で
す
。

　
市
販
さ
れ
て
い
る
ウ
ォ
ョ
シ
ャ
ブ

ル
ウ
ェ
ア
は
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
ー
○

○
％
か
、
そ
の
混
紡
率
が
高
い
も
の

が
多
く
、
軽
く
て
し
わ
に
な
り
に
く

く
ぬ
れ
て
も
プ
リ
ー
ツ
が
消
え
ず
に

早
く
乾
く
特
徴
を
特
っ
て
い
ま
す
。

　
反
面
、
静
電
気
が
起
き
や
す
く
、

所
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
長
所
と
短
。
所
を
よ
く
念

頭
に
お
い
て
、
購
入
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
洗
濯
機
で
洗
え
る
と
い
っ

て
も
、
そ
れ
な
り
の
扱
い
方
が
必
要

で
す
。
洗
濯
は
、
品
物
を
た
た
ん
で

大
き
目
の
ネ
ッ
ト
に
入
れ
、
弱
水
流

で
洗
う
か
、
手
洗
い
に
し
ま
す
。
脱

水
効
果
は
よ
い
の
で
、
脱
水
時
間
は

短
か
め
に
し
、
形
を
祭
え
て
陰
干
し

に
し
ま
す
。
ト
衣
は
厚
み
の
あ
る
ハ

ン
ガ
ー
に
か
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

風
合
い
も
天
然
繊
維
に
比
べ
少
し
劣
　
　
こ
れ
ら
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
、
上

る
し
、
ま
た
汚
れ
や
す
い
な
ど
の
短
　
　
手
に
長
く
着
た
い
も
の
で
す
。

１

１

ｉ

心

錬近㈲税/の/

紅型良主

旅行と消費税

　について

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
は
、

楽
し
い
旅
行
を
さ
れ
た
万
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
四
月
か
ら

消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ

ま
で
と
は
旅
行
の
費
用
の
か
か
リ
万

が
多
少
変
わ
り
ま
す
。

▼
今
ま
で
か
か
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
通
行
税
の
廃
止

　
ま
ず
巡
行
は
、
消
費
税
万
導
入
に

よ
り
、
原
則
と
し
て
３
％
万
値
上
げ

に
な
り
ま
し
た
が
、
列
車
宍
グ
リ
ー

ン
料
金
、
Ａ
寝
台
料
金
、
航
空
運
賃

な
ど
に
か
か
っ
て
い
た
1
0
％
の
通
行

税
が
廃
山
さ
れ
た
の
で
、
害
質
的
に

は
値
下
げ
に
な
る
ケ
ー
ス
も
生
じ
て

1'‘'‘'‘‾'^'‾

l　　い

１た　ま

す
。

と
え
ば
航
空
座
員
。
運
賃
万

額

‐
.
‐
'
‐
‘
‐
‐
‐
‘
‐
.
‐
'
‐
‘
‐
‐
‘
‘
‐
'
‐
'
‐
'
‐
'
‐
.
‐
'
‐
‐
‐
‐
‐
‘
‐
'
‐
‘
‐

に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま
す
が
、

お
む
ね
こ
れ
ま
で
の
額
の
約

6

.
4
％

値才則

･z-�-Jiala皿j

ド
げ
に
な
り
ま
す
。
東
京
・
大
阪
間

の
片
息
運
賃
の
場
合
は
、
約
千
円
の

値
ド
げ
で
す
。
新
航
空
運
賃
は
、
次

の
算
式
に
あ
て
は
め
て
計
算
し
て
く

だ
さ
い
。

　
＝
運
賃
÷
□
Ｘ
1
.
0
＝
新
運
賃

▼
特
別
地
方
消
費
税
が
新
し
く
登
場

　
次
に
旅
先
で
の
宿
泊
や
飲
食
で
す
。

こ
れ
ま
で
ホ
テ
ル
や
旅
館
に
泊
ま
っ

た
揚
介
、
そ
の
料
金
が
五
千
円
を
越

え
る
と
、
地
方
税
と
し
て
、
料
金
の

1
0
％
の
料
理
飲
食
税
、
い
わ
ゆ
る
料

飲
悦
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
新
税
制
で
は
、
料
飲
税

は
「
特
別
地
方
消
費
税
」
に
変
わ
り

税
串
は
３
％
に
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
裕
治
に
関
す
る
免
税
点
け
五

珊
円
か
ら
一
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
二
回
万
円

寂
尚
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
場
合
は

料
金
の
消
費
税
を
、
一
万
円
以
上
の

ホ
テ
ル
や
旅
館
（
食
事
付
）
に
泊
ま

っ
た
場
合
は
、
料
金
の
３
％
の
特
別

地
右
消
費
税
と
３
％
の
消
費
税
を
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
レ
ジ
ャ
ー
の
予
算
を
た
て

廃
1
1 .
‐
さ
れ
た
視
、
新
し
い
桓

も
、
き
ち
ん
と
頭
に
と
ど
め

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ｉ　　て　の　る

ｉ　　お　こ　と

ｌ　　く　と　き

1-.-.-.-.-.-,-.-.=.-.-.-... ･ － j － 〃 － 〃 皿 J I F － ● － ●
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一
　
ご
存
じ
で
す
か

？
・

一－－
ＩＩＩ

心
　
保
険
料
免
除
制
度

み
　
農
業
゛
自
由
業
’
自
営
業
な
ど
に

報
従
事
す
る
人
は
、
第
一
号
後
任
険
者

広
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
し
ヽ
仙
人

で
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

　
し
か
し
、
第
一
号
披
保
険
者
の
中

に
は
、
硯
池
的
事
情
で
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
い
万
も
出
て
き
ま
す
。
そ

こ
で
国
民
年
金
で
は
、
こ
の
よ
う
な

万
の
た
め
に
、
保
険
料
の
免
除
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
免
除
を
受
け
た
期
間
に
っ
い
て
は
、

老
齢
糸
遊
年
金
を
受
け
る
と
き
、
保

険
料
を
納
め
た
開
聞
に
比
べ
て
二
分

の
一
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
経

済
的
に
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
追
納

す
れ
ば
、
保
険
料
を
納
め
た
と
き
と

同
じ
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
追
納
は
、
十
年
前
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
免
除
を
受
け
た
い
万
は
、
お
脈
‐
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
任
意
で
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
免
除
の
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
揚
伴
民
課
国
民

年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。こ,ぷ
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ぼ
く
の
ゆ
め

　
　
稲
小
六
年
青
木
智
範

　
ば
く
は
、
壬
生
町
を
、
緑
の
門
か

な
日
本
一
宍
往
み
良
い
町
に
し
た
い
。

　
本
に
な
る
キ
ュ
ウ
リ
や
ス
イ
カ
を

作
っ
て
み
た
い
。
ま
あ
る
い
キ
ュ
ウ

リ
を
作
る
万
も
お
も
し
ろ
そ
う
悦

お
い
し
く
す
る
。
ス
イ
カ
は
、
夏
み
］

か
ん
ぐ
ら
い
の
犬
き
さ
で
、
た
ね
は

一
言
」
し
て
、
食
べ
や
す
く
す
る
。

　
一
年
や
二
年
で
大
き
く
育
つ
本
も

つ
く
り
だ
し
て
み
た
い
。
何
百
年
た

っ
た
本
で
も
切
る
の
は
か
ん
単
だ
け

れ
ど
、
大
本
に
な
る
ま
で
に
は
、
年

数
が
か
か
る
か
ら
ダ
こ
れ
で
、
自

然
の
緑
が
誠
る
の
を
、
く
い
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
水
と
空
気
が
さ
れ
い
で
、
作
物
も

よ
く
育
つ
町
に
し
た
い
。

　
往
み
良
い
町
づ
く
り
は
、
ば
く
ら

も
ち
ろ
ん
昧
は
、
み
ず
み
ず
し
く
て
　
　
の
役
目
だ
。

』 1 1 F . - f l l 一 一 弓 | | ・

み
ん
な
の
手
で

　
　
。
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
〃

　
　
　
6
7
4
環
境
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

　
わ
た
し
た
ち
が
抱
え
る
さ
ま
ぎ
ま

な
環
境
公
害
の
中
で
も
、
道
路
ヤ
公

然
観
光
地
な
ど
を
汚
す
。
散
乱
ゴ

ミ
″
は
、
一
酢
目
に
つ
き
や
す
く
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

増
え
続
け
る
空
き
缶
な
ど
の
投
げ
捨

て
を
防
ぐ
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
わ

た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が

人
切
で
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
も
‐
１
関
東
地
方
環

境
美
化
通
勤
の
目
」
八
月
三
十
日
∵

ブ
こ
ゼ
四
の
目
）
を
中
心
と
し
た
統

一
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ

道
路
・
・
公
開
辱
の
漬
行
平
空
き
缶
の

収
集
な
ど
、
積
極
的
な
参
加
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昌　　7･(ﾆ)、司"'･･
I‘……り畝謳j

、

れ
る
二
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
も
、
次
の
よ
う
な
収
集
活
動
　
　
○
場

を
計
。
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
自
訳

合
な
ど
に
お
い
て
も
、
自
治
会
内
の

゛芦y

ベ
デ

ぶ．

ｹ八

ぐ◇

⑤
緊
刊

六
月
四
日
盲
）

午
前
八
時
十
五
分
か
ら

所
●
東
雲
児
童
公
園

　
●
県
道
宇
都
宮
５
栃
本
線

　
　
北
部
配
水
場
入
口
～
町

　
　
民
体
育
館
～
今
昔

　
●
国
道
百
万
程
（
役
場

　
　
～
稲
葉
出
張
言

　
　
　
　
●
冊
生
バ
イ

ｏ
内
　
容
　
空
き
缶
拾

しゝ　ノマ

ス
入
口

、
持
ち
帰

　
　
　
　
リ
袋
配
布
な
ど

一
問
い
合
せ
〕
役
場
保
健
・
課
環
境
公

　
　
　
　
害
評
言
し
二
言
）

　
　
　
　
）

ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

介
入
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
山
川
　
正
益
様

泉
七
四
、
〇
〇
〇
円

　
も
み
じ
会
代
表
抗
原
　
吉
夫
様

　
　
　
　
訂
　
　
正

　
先
月
号
の
九
ぺ
九
シ
の
私
の
作
品

中
、
下
段
の
二
枚
の
写
真
が
、
左
右

取
り
違
え
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
し
ニ
訂
正
し
ま
す
。

　
ま
た
、
休
日
当
番
医
の
変
更
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
ご
％
号
お
し
ら
せ
版
）

　
５
月
２
８
日
　
島
田
医
院
　
安
塚
二

　
　
　
　
　
　
雫
壁
ハ
ー
○
○
一
一

⑤
薗
寂
然
】

・
・
町
県
民
税
（
一
期
）

・
・
国
民
年
金
（
三
期
）

「
’

（
納
期
何
個
三
十
日
ハ

ー
Ｌ

暗
く
の
ゆ
め

③
唐
‰
）

i
l
l
r
’
1
1
一
ｌ
ｈ
Ｊ
‐
‐
『
－
Ｌ
|
|
|
‐
‐
i
‐
Q
一
一
７
－
‘
‐
‐
Ｉ
Ｄ
‘
・
一
一
－
Ｌ
・
『
「
‐
い
ｋ
Ｓ
７
－
゛
｀
ｌ
ｂ
ｉ
‐
‐
一
－
－
Ｌ
゛
η
－
ｋ
一
一
司
－
－
１

　
　
を
作

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
食
べ
物
や

Ｉ

序
品
や
お
も
ち
や
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
物
を
売
り
た
い
で
す
、
そ
れ
か
ら

映
画
館
や
水
ぞ
く
館
な
ど
も
開
き
た

い
で
す
。
お
客
さ
ん
を
た
く
さ
ん
集

め
、
た
く
さ
ん
買
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
し
て
、
犬
金
持
ち
に
な
り
た
い
で

す
。
そ
の
お
争
で
、
私
見
の
よ
う
な

緑
の
多
い
、
空
気
の
き
れ
い
な
場
所

を
見
つ
け
、
そ
こ
に
小
さ
な
家
を
建

て
て
住
み
た
い
で
す
。
こ
れ
が
、
私

の
将
来
の
夢
・
で
す
、
り
っ
ば
な
杜
長

さ
ん
に
な
れ
る
よ
う
に
、
。
生
け
ん

硲
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
。

　
　
　
　
　
　
　
・
　
）

将
来
の
夢

　
　
稲
小
六
年
渡
辺
恵
美

　
私
の
夢
は
、
社
長
に
な
る
こ
と
で

す
。
初
め
は
小
さ
な
店
を
持
ち
、
お

金
が
た
ま
っ
た
ら
、
部
会
に
行
っ
て

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
皿
よ
り
も
大
き
な
ビ

ル
を
建
て
ま
す
。
屋
上
に
は
遊
園
地

を
作
り
、
ビ
ル
内
に
は
マ
ー
ケ
ヴ
ト
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